
湖北医療圏の病院再編に関する
日本赤十字社の考え

令和５年９月６日
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１ 急性期医療 と 政策医療提供体制 の維持

２ 健全な財務体質による持続可能な病院運営

■病院再編で重要だと考えること

新しい病院像を考えるとき、それが持続可能なカタチである必要があります。

私たちは、この２つがしっかりと考慮されていることが重要だと考えています。



• これまでの医療は医師の過重労働に支えられてきた側面もあり、令和６年から始まる
医師の働き方改革に対応するため、京大、滋賀医科大（附属病院）から病院再編を進
める要望書が提出されました

• 病院再編を進めるにあたり、B病院では回復期・慢性期機能を中心とした診療が必要
となり、急性期からの転換による固定費の負荷など（特に人件費）により再編過渡期
には著しく経営が悪化します

• 一体化が実現できれば、患者様は症状にあった病院で診療いただけ、医薬品や医療機
器を共同購入することで費用の軽減が期待できるなど、経営の面からも効果が見込め
ます

■なぜ経営形態の一体化が必要なのか

２つの高度急性期病院が存在する、湖北地域特有の事情があります。
未来のことを考えると病院再編は必要です。
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■経営形態の一体化で得られるメリット
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機能分担が進み湖北地域で医療を完結できます

• 医師集約による専門的治療の提供が可能
になる

• 電子カルテの共有により、各病院から検
査・治療歴が閲覧でき安心・ 安全に治療
を受けることができる

• 豊富な症例、様々な疾患を経験可能な
「研修システム」構築により医師にとっ
て魅力ある地域になる

• 若手医師、研修医の増加に繋がる
B病院

回復期・慢性期
（一部急性期）

C病院

回復期・慢性期
（一部急性期）

A病院

高度急性期・急性期



長浜市病院事業の主張

✓ 指定管理は労働組合の同意が極めて困難（公務員としての身分変更）

✓ 湖北病院縮小のリスク（経営効率の重視）

✓ 指定管理により大量の離職者が発生する可能性

日本赤十字社の主張

✓ 市または赤十字による３病院一体的運営の必要性

✓ 地方独立行政法人には参画不可能 → 赤十字不在時のリスク

✓ 民間の経営手法導入による効率的運営

市立〇〇病院

長浜市

事業譲渡

診療チームの移動

指定管理

日本赤十字社長浜市

診療チームの移動

指定管理者方式地方独立行政法人方式

出所：令和４年11月22日 第１回 長浜市立２病院病院経営形態検討委員会

■経営形態検討委員会では、それぞれが異なる主張をしていました

長浜市病院事業は「地方独立行政法人」方式、赤十字は「指定管理」方式を提案
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地方独立行政法人と日本赤十字社

日本赤十字社は昭和27年に制定された「日本赤十字社法」により設立された認可法人であり、

「地方独立行政法人法」に基づき地方公共団体が設立する地方独立行政法人には、日本赤十字

社の法人格を有したまま参画することはできません。

■赤十字が「指定管理方式」を提案した理由

日本赤十字社は地方独立行政法人に参画することはできず、地方独立行政法人方
式となった場合は、市内から赤十字病院が無くなってしまいます。
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赤十字病院が存続するパターン

指定管理 指定管理者の選定
選 定 赤十字存続

不選定 病院再編が実現できない

地方独立行政法人 事業譲渡交渉 ※
成 立 赤十字は参加できない

不成立 病院再編が実現できない

※事業譲渡価額のほか、独法化費用やランニングコストも必要。トータルコスト（市の財政負担）を考慮して検討いただく必要があります

■赤十字が「指定管理方式」を提案した理由

病院再編は必要であり、赤十字病院が市立病院と共に存続し続けるためには
指定管理方式を選択せざるを得ません。
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■病院再編が実現しなかったら

京大・滋賀医科大からの要望書には、

「これまでのやり方では困難」であり、

「病院再編が進まない場合には重複した

医師配置は困難」と示されています
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① 人口減少により、各病院の診療規模が徐々に減少していく

② ３つの病院ともダウンサイズが必要になる

③ 赤十字病院が300床を切ると、 救命救急センターの機能が維持できなくなる

■病院再編が実現しなかったら

すぐに影響は出ないかもしれませんが、徐々に影響は出てきます。

いちばん怖いのは、弱ってからの検討では間に合わないことです

地域医療の弱体化
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■先行して診療科の集約を実施できるか

診療科の集約を進めると

■ 病院の収益構造が大きく変化します

■ 医師だけでなく、看護師などのメディカルスタッフの移動も必要です

■ 建物の改修、新たな医療機器の整備コストも発生します

京都大学）医師の働き方改革に対応するため、どちらかの病院へ診療科ごとに、できる

限り集約しないといけない。経営的な損失などが発生するため、２つの病院だけに任せ

ておいては進まない。経営統合の形態をはっきり決めておかないといけない。

(第２回病院再編にかかる長浜市立２病院経営形態検討委員会 議事概要から抜粋)

経営形態が決まっていない中での診療科集約でコストが無駄にならないか？
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救急医療や周産期医療、災害医療などは人員面や設備面において多くの医

療資源を投入しなければならず、病院運営上、必ずしも有益なことだけで

はありません。

こうした中でも日赤では、不採算となる部門を運営しつつ、市民のいのち

と健康を守り続けてきました。

■これからの病院運営を考えた場合

将来的にも健全な財務体質は重要！

10



わたしたちは、

苦しんでいる人を救いたいという思いを結集し、

いかなる状況下でも、

人間のいのちと健康、尊厳を守ります。

日本赤十字社の使命

日本赤十字社のコーポレートスローガン

■さいごに

私たちは、日本赤十字社の使命、公的病院としての責務に基づき、
これからも湖北の地で活動し続けることを希望いたします。
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人間を救うのは、人間だ。
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